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１．はじめに 

 近年、コンクリート構造物の老朽化により、補修・補強工事が多くなってきており、それに伴い工法も多様化

してきている。特に、耐震補強などでは、コンクリートの周囲に埋め込み型枠の敷設や高密度ポリエチレン等の

樹脂を周囲に巻き付け、その周囲の隙間を流動性の高いモルタルで注入する工法が多く見られるようになってい

る 1)。 

 本報告では、既存の流動性の高いモルタルをさらに高機能化（セルフレベリング性、自己充填性、材料分離抵

抗性、高流動性）することを目的に、既存の増粘剤とは種類および作用機構の異なる高性能特殊増粘剤を用いて

モルタルを練り混ぜ、水セメント比の違いによる初期性状および強度特性等を把握するものである。 

２．実験概要 

２．１高性能特殊増粘剤 
 本実験に用いた高性能特殊増粘剤は、２種類の界面活性

剤（MxA、MxB）により構成されており、ペースト中で分子

会合を起こし、高分子状の大きな高次構造体を形成する。

この高次構造体によってペーストあるいはモルタルに高い

材料分離抵抗性を付与することができ、また通常の水溶性

高分子がせん断力によって切断されるのに

対し、本剤は分子間力によって構造体を形成

しているため、切断されても容易に再結合・

再融合し、安定した増粘効果を発揮する 2)。 

２．２使用材料およびモルタル配合 
 モルタルの配合は、水セメント比を 30、40、

50、60、70％、単位水量 400kg/m3、高性能特

殊増粘剤（MxA、MxB）の添加率を単位水量に

対して各々0.5、1.0、1.5%、高性能特殊分散

剤をセメントに対して 0.5、1.0、1.5%とした

配合とした。本実験の配合を表－１に使用材

料を表－２に示す。 

２．３試験項目 
 本試験では、初期性状確認試験として、フ

ロー試験、空気量の測定、沈下量の測定、ロ

ート試験を実施し、硬化後の性状確認試験と

して圧縮強度試験を実施した。測定項目およ

び測定内容の詳細は表－３に示す。 
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表-3 測定項目 
 試験項目 試験内容 

フロー試験 

都市基盤整備公団「建設適合資材の部.7 セルフレベ

リング床材品質判定基準 4.7 項フロー値」に定めるフ

ロー試験方法に準じて行うものとし、50mm（内径）×

100mm（高さ）の塩ビパイプを用いて測定した。また、

フローが 20cm となる時の時間も同時に計測した。 

空気量の 

測定 

JIS A 1128「フレッシュコンクリートの空気量の圧力

による試験方法（空気室圧力法）」に準じて、容量１

リットルのモルタルエアメータにより測定した。 

沈下量の 

測定 

直径 50mm、高さ 100mm のモルタル強度試験用供試体

上面の沈みを材齢１日で計測した。 

初期性状

確認試験

ロート試験 

上部直径 10cm、下部直径 2cm、高さ 10cm の円錐状の

ロートにより、モルタルを流下させ、200cc 流下する

ときの時間を計測した。 

強度確認

試験 
圧縮強度 

JIS A 1132「コンクリートの強度試験用供試体の作り

方」（試験体寸法：直径 50mm、高さ 100mm）および JIS 

A 1108「コンクリートの圧縮強度試験方法」により材

齢 28 日で測定した。 

 

表-2 使用材料 
使用材料 使用材料の詳細 

セメント 普通ポルトランドセメント（比重 3.16） 

細骨材 岐阜県瑞浪産珪砂（3,4,5 号混合、比重 2.59） 

水 つくば市水道水（比重 1.00） 

高性能特殊増粘剤 

Mx 

MxA：アルキルアリルスルフォン酸塩系高性能特殊増粘剤

MxB：アルキルアンモニウム塩系高性能特殊増粘剤 

高性能特殊分散剤 Ad ポリカルボン酸系高性能特殊分散剤 

 

表-1 配合表 

単位量(kg/m3) W/C 

％ 単位水量 セメント 細骨材 Mx Ad 

30 1333 461 

40 1000 733 

50 800 899 

60 667 1008 

70 

400 

571 1085 

0.5 

～ 

1.5 

W×%

0.5 

～ 

1.5 

C×%
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３．実験結果 

 本試験結果では、高性能特殊分散剤の傾向が Mx 添加率により同じであっ

た。そのため試験結果は、Mx の添加率毎に平均値として示している。 

 図-1 に５分フローを示す。目視の状況は、Mx が 0.5%のとき材料分離が認

められたが、Mx の添加量を 1.0%以上とした場合には材料分離は認められな

い。５分フローは、Mx が 0.5%では水セメント比の違いにより、変化は認め

られないが、Mx が 1.0%以上では水セメント比 50%まで水セメント比の増加

に伴いフロー値は大きくなり、水セメント比 50%以上ではフロー値に変化は

認められない。 

図-2 に 20cm フロータイムを、図-3 にロート試験 200cc 流下時間を示す。

20cm フロータイムおよびロート試験 200cc 流下時間は、Mx が 0.5％では水

セメント比の違いによる影響は認められず、Mxが 1.0%では水セメント比50%

まで水セメント比の増加に伴い経過時間が遅くなり、水セメント比 50%以上

では水セメント比による変化は認められない。Mx が 1.5%では水セメント比

30%において流動性が低下し、フロー値が 20cm に到達しないもの、ロート試

験で閉塞するものが認められ、それ以外については、水セメント比による

20cmフロータイム、ロート試験200cc流下時間に変化は認められなかった。 

図-4 に沈下量を示す。沈下は、Mx が 0.5%ではブリーディングによるもの

であり、Mxが 1.0、1.5%の場合には空気層の形成によるものであった。沈下

量は、Mx が 0.5%のとき水セメント比 50%まで水セメント比の増加に伴い沈

下量も大きくなり、水セメント比 50%以上では変化は認められなかった。Mx

が 1.0%以上では水セメント比 30、40%で沈下は発生しなかったが、水セメン

ト比 50%以上では、水セメント比の増加に伴い沈下量は大きくなった。 

図-5 に空気量を示す。空気量は、どの Mx 添加率においても水セメント比

40、50%付近で最小値を示し、それ以上となっても以下となっても水セメン

ト比の変化に伴い空気量は多くなった。Mx の添加率による空気量の違いは、

Mx が多くなるほど空気量は多くなり、水セメント比による影響も Mx が増加

するほど大きくなった。 

図-6 に材齢 28 日圧縮強度を示す。圧縮強度は、水セメント比の増加に伴

い小さくなる傾向が認められた。圧縮強度の範囲は、Mx が 0.5%では約 30～

130N/mm2、Mx が 1.0%以上では 20～90N/mm2となった。Mx が 0.5%とした場合

に圧縮強度が大きくなった理由としては、ブリーディングにより水が抜けた

ことによると推測される。また、Mxが 1.0、1.5%による強度の違いは、空気

量の影響によるものと推測される。 
４．まとめ 

 本研究では、高性能特殊増粘剤を用いたモルタル配合に関して、水セメン

ト比の違いによる基礎性状を把握した。今後は、単位水量、細骨材等が配合

におよぼす影響の検討を実施し、適用対象に応じた適切な配合選定が実施で

きるようにしたい。 
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図-1 ５分フロー 

図-2 20cm フロータイム 

図-3 ロート試験 200cc 流下時間 

図-4 沈下量 

図-5 空気量 

図-6 材齢 28 日圧縮強度 
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